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【はじめに】
入院患者の多くに誤嚥性肺炎や低栄養・脱水や食思不振などが散見
される。摂食嚥下障害を合併している患者に食事としてミキサー食
や刻み食などを提供しているが、喫食率は低下していることが多い。
一般にソフト食が喫食率を改善するとして注目されているが、入院
患者に対しても喫食率が改善するのか、改善しないのであればその
原因を調べるために本研究を行った。
【方法】
2013年3月～5月当院に入院しており、ミキサー食や刻み食を摂取し
ている患者6名（うち状態悪化による途中離脱者3名）を対象とした。
事前に患者及び家族に臨床研究のための書面による同意を得た。食
事提供前に嚥下機能評価と認知機能評価（HDS-R）を実施した。使
用するソフト食はイーエヌ大塚開発の「あいーと」とした。2週間
の研究期間のうち病院食とソフト食を摂取する期間を分け、摂取量
や患者の変化をビデオ撮影によって調べた。
【結果】
グラム換算での摂取量の変化をみると全体的にソフト食の期間中に
低下した。摂取時間の変化をみるとソフト食の期間中に短縮した。
推定摂取カロリーの変化をみるとソフト食の期間中に増加した患者
は1名みられた。患者の反応をみるとソフト食の形状に好意を示す
患者が1名みられたが、変化がみられなかった患者も2名みられた。
【まとめ】
喫食率低下がみられる患者に対してのソフト食提供にあたっては、
入院環境や患者の全身状態を考慮にいれることの必要性が示唆され
た。施設でソフト食を摂取している高齢者と入院患者の違いを明確
にしておくことが必要と考えられた。
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　患者サポートセンターは質の高いサービスの提供を目的に2009.4
に開設された。入院支援係は入院が決定した時点から、患者・家族
が安心して入院でき、安全に入院目的を果たせるよう支援している。
その運用の実際を報告する。患者サポートセンターは、患者サービ
スと看護師の業務整理を目的とし、入院支援を中心に看護部に組織
され、2010.4より退院支援看護師1名を専従とし、入退院支援係とし
て、地域医療福祉連携課内に位置づけられた。2013.4現在、患者サ
ポートセンターの役割を拡大し、入院支援係として師長1名、看護
師5名（常勤1名、非常勤5名）、退院支援係は看護師2名（常勤）、電
話相談・正面トリアージ担当師長1名が配属された。福祉連携係（Ｍ
ＳＷ・事務）は同一組織内であり、訪問看護ステーションも同室に
配置し連携が図りやすく、入院時から退院支援に関る体制がある。
3月の入院患者は683人（救急病棟・ＩＣＵ入院を除く）で、入院支
援係が情報収集してからの入院は397人、約58％である。予定・当
日入院を含む患者の情報収集と入院費用や病室の説明、時には悩み
や苦情なども聴取している。情報収集は正面玄関左側の多目的に使
用する個室・10室である。情報収集後に電子カルテに入力し、場合
により入院予定病棟スタッフへ口頭で伝達している。産科では妊娠
36週前後の診察時に、入院費用や手続きの説明・病棟の見学・情報
収集を行い、入院する様にしている。患者サポートセンターは外来
に近い場所で、看護師が落ち着いた環境で細かい事も聞く事ができ、
患者からは入院前に話が聞け、不安を解消できたとの意見が聞かれ
ている。病棟は入院時の情報収集に掛かる時間を、他の看護業務に
かけられる。今後も病棟や外来と連携し、入院から退院まで質の高
いサービスの提供をしたい。
